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要旨 

 

  関西圏の社寺林の樹木衰退状況および社寺林土壌の酸性化について調査を続けている。その結果多くの

社寺林で衰退が観測され，その土壌は酸性化していた。ここでは，関西圏のサクラの名所の一つである，

滋賀県大津市の石山寺社寺林のサクラについて調査した。調査の結果，調査木すべてに衰退が観測された。

また，その土壌は，ｐH が低く酸性化の傾向が認められた。また，土壌中の栄養塩も少なく，さらに，植

物の生長に有害とされる交換性アルミニウム量も多かった。土壌の酸性化が，衰退の原因の 1 つである可

能性が考えられる。また，衰退指数と土壌ｐH，および衰退指数と交換性アルミニウムには，中程度の相関

が見られたが，統計的には十分有意でなかった。  

 

キーワード：樹木衰退, サクラ, 土壌酸性化, 滋賀県, 土壌ｐH, 社寺林

  

 

１．はじめに 

 

サクラは，日本を代表する樹木で，全国各地に植えら

れている。春の開花時期には，多くの人が，各地のサク

ラ林へ花見に訪れ，大切な観光資源となっている。しか

し，日本で一番の規模といわれる吉野山のサクラに衰退

が観測されている。その原因についていくつかの考察が

されているが，はっきりした原因はわかっていない［1］。 

ところで，関西各地の森林で，樹木の衰退が観測され

ている。例えば，京都市でのスギ，ヒノキの衰退[2]，大

阪府の和泉葛城山のブナの衰退[3]，兵庫県神戸市のコナ

ラの衰退[4]，三重県伊賀市のスギの衰退[5]，奈良県のヒノ

キの衰退[6]などである。そこで，その衰退の原因を明ら

かにして，樹木の衰退を防ぎ，保全を進めることが求め

られている。 

関西圏の樹木が衰退していた調査林では，幹周辺の土

壌のｐHが低く，栄養塩量（交換性カルシウム，マグネシ

ウム，カリウム量）が少なく，土壌の酸性化が，衰退の 
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原因の 1 つである可能性が指摘されている[2-6]。さらに，

北米[7]およびヨーロッパ[8]の研究でも，土壌酸性化による

樹木の衰退が指摘されている。そしてその酸性化の原因

は酸性雨である可能性が指摘されている[9]。 

そこで，本研究では，関西圏のサクラの名所の 1 つで

ある，滋賀県の石山寺サクラ林について調査した。調査

は，2008年に行われたが，測定したデータを統計的に再

検討したところ，新しい知見が得られたので，ここで報

告する。 

 

２．調査地点および方法 

 

2.1 調査地点 

滋賀県大津市の石山寺境内のサクラ林について調査を

行った。境内には，サクラが約 600 本植えられ，花見の

時期には多くの観光客が訪れる[10]。調査したサクラは，

すべてソメイヨシノであった。ここでは，参道の両側の

サクラを調査した。 

なお，調査地の石山寺は，日本遺産に登録されている，

西国三十三所巡礼の札所として多くの参詣者が訪れる。

また，紫式部が源氏物語を着想したという伝承で知られ

ている[10]。石山寺社寺林は，伽藍山（239m）の南側山麓

に位置し，約 100万 m2の緑地帯の中に位置している。伽

藍山の周辺は，住宅地になっているが，東側には瀬田川
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があり，西側は山地が続いている。土壌タイプは，土色

調査[11]および森林土壌図[12]より褐色森林土と推定した。 

 

2.2  調査方法 

調査は，石山寺参道両側のサクラを約 10ｍ間隔で 8本

選んで行った。選定したサクラの衰退指数は，以下のよ

うに決定した。衰退指数は，環境省の基準（葉量，樹皮

の健全性，枝ぶり等より判断）により，0.0～4.0の数値

で求められるが，ここでは，有効数字 1 ケタの数値で表

わした[13]。衰退指数0は健康木, 1は軽度の衰退，2は中

程度の衰退，3は顕著な衰退，4は枯損木に相当する。 

続いて，サクラ幹周辺の土壌を採取した。土壌採取は，

調査木の幹から 20 cm の距離で 0～20 cm の深さの土壌

層とし，調査木 1 本につき 1試料とした。土壌化学分析

の前処理として，日本土壌肥料学会の方法[14]に従い最表

層の落葉層，小石，根などを除去した。土壌ｐHも日本土

壌肥料学会の方法に準じて行ったが[14]，できるだけ実際

の土壌水のｐHに近づけるため，乾燥土壌：水，を重量％

で１：1 として行った。pH メーター（堀場製作所）で測

定した。交換性陽イオン（Ca、Mg，K）は，亀和田および

柴田（1997）による，簡便法（Sr振とう法）により測定

した[15]。陽イオンの測定は，原子吸光分析法 ( SHIMAZU  

AA-6200，島津製作所) を用いた。なお，バックグラウン

ド補正によって，ストロンチウムの干渉を補正している。

なお，交換性Alは、滴定法で測定した[13]。調査日は2008

年6月である。 

 

３．結果および考察 

 

3.1  サクラ調査木の衰退状況 

図 1に，10 m間隔に選定した参道両側のサクラ8本の

衰退指数を示した。図１のように，すべての樹木が衰退

していた。健康木は無く，軽度の衰退木が 25%に対して，

中程度の衰退木が37.5%，顕著な衰退木が25%，枯損木は

12.5%であった。平均の衰退指数は2.25となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

図１ サクラの衰退指数分布 

3.2  サクラ調査木の胸高直径 

図2には，調査したサクラの胸高直径の分布を示した。

胸高直径は，最小20.1cm，最大48.4cmで，平均値は34.0cm

となった。胸高直径には，偏りはなく，幅広く分布して

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ サクラの胸高直径分布 

 

3.3 サクラ調査木幹周辺の土壌ｐH 

調査した8本のサクラの幹周辺の土壌ｐHは，図3のよ

うに，最小4.12，最大5.43で，平均は，4.64となった。 

幹周辺の土壌ｐHは，それぞれ値の異なる，樹幹流のｐ

H，樹冠通過雨のｐHおよび林外雨のｐH［16］のバランスが

影響すると考えられる。例えば，幹周辺土壌面に勾配が

あれば，樹幹流の流れが変化する。また，土壌面が平面

でなく，くぼみがあれば，くぼみ部分に樹幹流などが集

まると考えられる。また，樹冠が発達していない部分で

は，林外雨の影響を強く受けると考えられる。調査地点

の土壌 pH の平均値，4.64 は，環境省の全国調査[17]での

平均値，5.0と比較すると，低い値であった。サクラの適

正 pH は，5.0～7.4 とされている[18]。石山寺社寺林のサ

クラの土壌ｐHは，大部分5.0以下であり，サクラの生育

に不適切な程度に酸性化していたと考えられる。 

 

3.4  サクラ調査木幹周辺土壌の Al量および栄養塩量 

土壌が酸性化すると，土壌中のアルミニウムが増加す

る［19］。また，アルミニウムは，植物にとって有害な金属

であり，アルミニウム量の増加は，植物の生長を阻害す

ると言われている［20］。図４に，サクラ幹周辺土壌の交換

性アルミニウムの測定値を示した。最大，最小値，及び

平均値を表している。平均値は 2.24 cmolc/kgであった。

環境省の全国調査[17]での平均値，1.9 cmolc/kg より多

かった。また，土壌の肥沃状態の指標として，交換性カ

ルシウム量，交換性マグネシウム量，交換性カリウム量 

の測定が行われている。図4は，サクラ幹周辺土壌，8 
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図３ サクラ幹周辺の土壌ｐH分布 

 

試料の測定値である。各イオンの最大値と最小値，およ

び平均値である。カルシウムでは，最大値と最小値の差

が，他のイオンと比較して大きい。平均値は，カルシウ

ムが，1.30 cmolc/kg，マグネシウムが，0.27 cmolc/kg，

カリウムが，0.24 cmolc/kgであった。カルシウムが多く，

マグネシウムとカリウムはその 1/4 以下であった。環境

省の全国調査[17]での平均値は，Caが6.1 cmolc/kg，Mgが

3.2 cmolc/kg ，Kが0.4 cmolc/kg であった。本調査での

値は，全国平均より相当少ない結果となった。なお，全

国調査の値は，いろいろな樹種を含み，本調査と同様な

土壌タイプである，褐色森林土の，0～20cm層の平均であ

る。ただし，測定法が少し異なり，交換イオンとして，

アンモニウムを用いているので，厳密な比較はできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 土壌中の交換性陽イオン量 

 

3.5  サクラの衰退指数と土壌ｐH, 栄養塩量，交換性Alおよ

び胸高直径との関係 

サクラの衰退と相関性のある因子を見出すために，相

関係数を計算した。表１はサクラの衰退指数と土壌ｐH,

栄養塩量，交換性Alおよび胸高直径のピアソンの相関係

数（r）である。その結果，衰退指数と土壌ｐHでは，r = 

-0.46 で，中程度の負の相関が認められたが，統計的有

意性は乏しかった（p>0.05）[21]。同様に，衰退指数と交

換性アルミニウムでは，r = 0.51 で，中程度の相関がみ

とめられたが，統計的有意性は不十分であった（p>0.05）
[21]。また，衰退指数と交換性Ca+Mg+Kの間には，統計的

に有意な負の相関が認められた（r = -0.74, p<0.05）[21]。

衰退指数と胸高直径の間では，r=-0.15と，相関が認めら

れなかった。 

なお，交換性アルミニウムは，土壌ｐHと統計的有意な

負の相関が認められた（r=-0.91, p<0.05）[21]。交換性ア

ルミニウムのこのような相関は，他の研究にもみられて

いる［19］。また，交換性Ca+Mg+Kは，胸高直径と統計的に

有意な負の相関が認められた（r = -0.83, p<0.05）[21]。 

関西圏での，いくつもの調査において，樹木の衰退と

土壌ｐHの間に，統計的に有意な負の相関か認められてい

る。今回の調査においても，相関が認められたが，統計

的に有意ではなかった。それは，他の研究と比べて，試

料数が少ないため，統計的有意な結果が得られなかった

ものと考えられる。 

 

表１ 衰退指数と土壌ｐH,栄養塩量，交換性Aｌおよび胸高直

径との相関 

 

  
衰退   

指数 
土壌ｐH 

交換性Al 

(cmolc/kg) 

交換性

Ca+Mg+K 

(cmolc/kg) 

胸高   

直径 

(cm) 

衰退指数 1         

土壌ｐH -0.46 1    

交換性Al 0.51 -0.91* 1   

交換性

Ca+Mg+K 
-0.74* 0.33 -0.49 1  

胸高直径 -0.15 0.15 -0.19 -0.83* 1 

  (*: p<0.05) 

 

最後に，関西圏の他の調査地と比較を行った。関西圏の

他の林において，多くの樹木に衰退が認められており，針

葉樹では，スギ，ヒノキが，広葉樹では，ブナ，コナラ，マテ

バシイ，シリブカガシ，コジイ，アラカシなどに衰退が認めら

れている[2-6,22-26]。今回の調査により，サクラにも衰退が認め

られた。関西圏での今までの研究において，ほとんどの調

査地で，土壌ｐHが，日本の平均値より低くなっていた
［2-6,22-26］。今回の研究においても同様に低い値を示した。ま

た，これまでの調査において，多くの割合で，樹木の衰退と

土壌ｐＨの間に，相関が認められ，土壌ｐHが低いほど，樹

木の衰退が進む傾向が認められた［3-6,22,23］。本研究でも，統

計的に不十分であったが，相関が表われた。また，土壌中
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の栄養塩量も，関西圏の調査林のほとんどで，日本の平均

より低い傾向があり[2-6,22-25]，石山寺のサクラにおいても，同

様に低かった。 
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